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□センターにゅうす（10 〜 12 ページ）
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□特相員だより（13 ページ）
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□その他、ご意見や提言
□投稿方法
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□送り先
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　東京都の公衆浴場利用促進事業としてPR誌
の編集制作を手がけて14年目になる。銭湯を利
用してくれる可能性のある人ならすべてがター
ゲットという雑誌だから、年齢とか性別でテー
マを絞りにくいという難しさを除けば、楽しい
仕事である。
　家庭風呂という「日常」と温泉場という「非
日常」の中間に位置する銭湯は、一言でいう
と「わかる人にはわかる」世界であり、逆にい
うと「わからない人には、いくらいってもわか
らない」世界である。ただ、「わかる」ことに
気付いていない人がこの世には圧倒的に多いか
ら、気付いていない人たちに「わからせる」こ
とがこのPR誌の編集ポイントである。それを
外さなければ多様な企画を実現できるから楽し
い仕事なのである。
　ただ、浴場業界は高齢化している利用者を若
返らせたいと考えている。その効果をこのPR
誌に要求する。当然の要求であるが、雑誌が若
い世代に渡るチャンスが少ないために、効果は
顕著に上がりにくいという現実がある。
　ところで、この14年間で情報伝達の方法に革
命的変化が起きた。いうまでもなく、インター
ネットという電子的な情報伝達の急激な普及で
ある。
　活字と電波に割って入ってきたかに見える新
しい媒体だが、本質は文字と映像と音声、つま
り広義の言葉による情報伝達だから、印刷物や
テレビ、ラジオを融合したものに過ぎない。そ
れらと異なるところは、情報の受け手が同時に
発信者となれること、そのコミュニケーション
速度が速いこと、情報のやり取りに関する時間

の制約があまりないこと、などだろう。だから、
印刷物も電波媒体も自身をよりよく活かすため
に、この新しい電子媒体を利用することができ
る。そして、うまく利用したものが勝利者とな
る。
　銭湯のPR誌も、まだ十分とはいえないが電
子媒体を融合させつつある。雑誌でアンケート
を行い、メールで読者から回答を得る、雑誌で
は伝えきれない内容をホームページで補足す
る、などである。
　いうまでもなく、電子媒体を日常よく活用す
るのは若い世代である。何かの拍子で「わかる」
ことに気付かなかった人の検索に銭湯の情報が
引っかかり、ホームページに入ってくることも
ある。より多く“引っ掛ける”仕掛けの一つが
ブログだ。
　こんなことがあった。
　PR誌の人気コラムに「風呂屋のオヤジのフ
ロント日記」という連載がある。雑誌は隔月刊、
筆者の風呂屋のオヤジはほぼ毎日日記を書いて
いるから、読者の目に触れる日記は作品の60分
の１である。そこで、「風呂屋のオヤジの番台
ブログ」をホームページにアップしたところ、
当初は300くらいのアクセスだったのが、半年
後には倍増した。新聞などで取り上げられると、
このアクセスはさらに５倍もアップする。ブロ
グの閲覧者はPR誌の存在に気付き、さらに銭
湯に気付くことにもなる。
　回り道だが、これが現代風のPRかもしれな
い。図らずも結果として若い銭湯利用者が増え
るのであれば、こんなに楽しいことはない。

｢1010｣ 編集人

黒塚　憲之巻頭言

時代に合わせた
PRの考え方



　特集　やさしい気遣い
心の余裕と温かみが生み出す
気遣い浸透は経営者の哲学次第
その意欲が地域貢献にも効果

日本大学経済学部講師　池田　光男

論
総

　北海道に初のプロ野球日本一の栄冠をもた
らした日本ハム。札幌ドーム内の優勝パレード
後、思わぬ光景が目に飛び込んできた。ヒル
マン監督が内野を整備していたグランドキー
パーに歩み寄り、監督自らが握手の手を差し
伸べ、感謝の気持ちを伝えている姿である。
　地味な仕事を黙々とこなす縁の下の力持ち
にもやさしい気遣いを優勝の興奮冷めやらぬ
時に、冷静に発揮することこそ“シンジラレ
ナーイ”である。そこには、監督として、また
人間としての心の余裕と温かみが感じられる。
　北海道移転３年目にして日本一の栄冠は、
ファン、裏方さんまで「リスペクト（尊敬）」
する同監督の信念が、早期に地域密着を促進
し、しかも北の大地の住民に喜びを与えた。若
年で選手を断念、監督を１Ａから３Ａまで地
道に歩み続けた苦労により生み出された人生
観のなせる技といえよう。
　経営者にとっても、「長い経営の経験から築
きあげた人生観」、つまり経営哲学が、心の余
裕を生み出し、どの顧客にも平等に温かみの
ある対応を可能にする源となる。これは今号
のテーマである「やさしい気遣い」を醸成す
るうえで重要視される。
　盛岡そば処「東家駅前店」の店長は、３代
目社長の「共に生きる福祉のまちづくり」に
共鳴し、「障害者が来やすい店づくり」を長い
間志向、多くの対応策を打ち出している。また、
店を利用しなくても無料でトイレが使える運

動は、観光客や買い物客にとっては救いの神
であり、地域の魅了を増すのに効果的である。
　銭湯「なみのゆ」は、高齢化社会を見据え
た本格的な水中歩行用プールの設置や、リハ
ビリ技法による整体を取り入れたりして「地
域の健康センター」の構想により、地域に不
可欠なサービスの提供を目指している。
　美容サービス院「シャレ・トン」は「宅児所」
ならぬ「宅老所」を開設。美容院経営のかた
わら地域と触れ合う中で高齢社会の福祉を考
え、長く温めてきた夢を実現している。
　これらの３事例は、高齢者等向けに施設を
完備すると同時に、心の余裕と温かみのある

「やさしい気遣い」により、どの顧客にも平等
に対応できる店づくりを行っている。さらに
もう一歩前進して地域の福祉についても、何
が出来るかという社会貢献の強い意識を持っ
て行動している。
　これも経営者の人生観に裏打ちされた「や
さしい気遣い」の表れである。

高齢者、障害者が来店しやすい店づくり

心の余裕と温かみで、どの顧客にも平等に対応

やさしい気遣いの街づくりにも意欲
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　手話での接客、点字
メニュー、車イスでも
使えるトイレ…。岩手

県盛岡市のそばチェーン店「東家」（本店・中
ノ橋通り）は、「障害者に優しい店」として関
係者に知られている。チェーン店（５店）の先
頭に立って「障害者が来やすい店づくり」に情
熱を注いでいるのが、JR盛岡駅前の「東家駅
前店」の小田中由美子店長だ。小田中の発案で
駅前商店街を中心に１昨年春スタートした通
行人に「店のトイレご利用を」と呼び掛ける「き
らら化粧室」設置運動も次第に市内全域に広
がってきた。（文中、敬称略）

　「東家」は、明治40年創業のわんこそばで有
名なそば料理店の老舗。
　わんこそばは、作

さ む え

務衣姿のお給仕さんがお椀

に小分けしたそばを持ち歩き、「それ、もう一
杯」、「ほら、じゃんじゃん」などの掛け声とと
もに、お客の持つ元椀に、食べた後から後から
どんどん入れていき、お客が元椀にふたをして

「参った」、「もう、結構」とギブアップ宣言す
るまで、腹いっぱい食べてもらおうという、い
わば「お椀の中にもてなしの心」が込められて
いる岩手県独特のそば料理。ちなみにお椀15杯
分がかけそば１杯分。男性が食べる杯数は平均
で50杯、女性は30杯ぐらいとか。
　小田中が「障害者が来やすい店づくり」を志
したのは、東家三代目社長だった故馬場勝彦の
影響が大きい。馬場は大学生時代から障害者福
祉活動に身を投じ、「共に生きる福祉のまちづ
くり」を生涯の命題としていたが、還暦後、病
に倒れ、平成16年12月永眠した。享年62歳だっ
た。

手話で「いらっしゃい」
盛岡そば処「東

あずまや

家駅前店」
住所：岩手県盛岡市盛岡駅前通8-11　　店長：小田中　由美子さん　　電話：019・622・2233

営業時間：11：00 〜 20：00　　定休日：なし

ＵＲＬ：http://www.wankosoba-azumaya.co.jp/

生衛ジャーナル　2006/11　3

お店探訪



　小田中もまた、若い時から馬場の考え方に共
感、行動を共にしていた。その縁で、昭和63年、
盛岡駅前のビル２階に開店した「東家駅前店」
の初代店長に。駅前という立地環境から、東
北新幹線など各列車の発着のたびに遠来の観
光客はじめ、外国人、障害者らが、時間を問
わず食事をしにやってくる。現在の来店者は
年間約７万人、１日平均で約200人だが、うち
半数は観光客だという。このため、団体予約
は本店などに任せ、駅前店はフリー客・障害
客優先の姿勢を貫いている。

　本店はじめ他のチェーン店の
定休日は店によって違うが、駅
前店だけは年中無休。営業時間
は午前11時から午後８時までと
同じだが、昼食後の休憩時間等
は設けていない。従業員（現在
10人、ほかにパート２人、アル
バイト20人）にとっては、かな
りきつい勤務体制だが「フリー
のお客様が来てくれて、休みだっ
たり、準備中だったりしたら、
がっかりするし、店の信用も落
ちるでしょ」とは小田中の弁だ。
　小田中が点字メニューや手話
での接客を始めたのは、10数年
ほど前から。盛岡市内のある店

で点字メニューを見せられ「うちの店でも使
いたい」といったところ、居合わせた点訳の
ボランティア団体「あいあい」のメンバーが

「じゃ、作ってあげますよ」。
　 最 初 に 作 っ た の は、 点 字 だ け の 一 般 メ
ニュー。だが、これでは、文字がないので「何
が書かれているのか、自分（従業員）たちにも
分からない」。そこで、小田中は目の不自由な
常連客や点訳関係者らの協力を求め、点字の
勉強を始めるとともに、文字と点字を併用し
た「わんこそばの由来」、「南部そば会席のお
献立」（来店者へのお土産用）、通常使用の写
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盛岡駅前通りのビル２階に店を
構える盛岡そば処「東家駅前店」

わんこそばを食べる３人連れの首都圏からの観光客

朝礼後、手話の練習をする従業員たち。（右端が
小田中店長、左端は指導役のベテラン従業員）



真やイラスト入りメニュー表などを次々に作り
上げた。目の不自由な人たちに特に好評なのが

「わんこそば記録の点字証明書」。だれが、いつ、
何杯食べたかを証明するものだが、杯数、名前、
年月日の空白部分には、点字が得意の従業員ら
が記録してから手渡す。
　耳の不自由な人向けの接客用手話は、「いらっ
しゃいませ」、「（食べるのは）何にしますか」、

「また、どうぞ」の三つを覚えることから始め
た。毎朝午前10時半からの朝礼時に、その日の
出勤従業員全員で手話を練習する。おかげで、
駅前店では小田中はじめ、ほとんどの従業員が
手話でかなり複雑な日常会話までこなせるよう
になった。
　車イスでも使えるトイレは、実際に車イスを
使用している障害者の協力で、２階店内の男性
用トイレの一角を改造した。「格安（16万円）
でできたんですよ。ほかのお店にも薦めたいく
らい」と小田中。２階への階段手すりとエレベー
ター前には点字案内板も取り付けた。
　小田中が現在取り組んでいるのが、店を利用
しなくても無料でトイレを使える「きらら化粧
室」設置運動。公共トイレが少ない盛岡で、観
光客や外国人、高齢者や子供連れらに、トイレ

を気にせずに商店街の散策を楽しんでもらうこ
とも、魅力的なまちづくりにつながる、という
思いからだった。
　協力店（現在20店弱）の目印には、店前の街
路灯などに知的障害者の更生施設「県立みたけ
の園」の人たちが描いたガラス絵の表示板を取
り付ける。トイレを示すマークの下には「どう
ぞご利用下さい」というメッセージが日本語、
英語、中国語、韓国語で書かれている。「きらら」
は、県庁、市役所など諸官庁の近くで鮭の遡上
が見られる中津川はじめ市内中心街を流れる三
つの河川の「川面がきららと光る」や「商店街
がきららと輝く」、
障害を持った人た
ちの絵画や工芸な
どの総称「きらら
アート」にちなん
で名付けた。
　馬場勝彦の遺志
は、小田中ら多く
の 仲 間 に し っ か
りと受け継がれ、
育っている。
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「トイレどうぞ」の標識を胸に抱える小田中さん

来客へのお土産用点
字メニュー説明書

わんこそばを食べ
た杯数を記録する
点字証明書

車イス利用者用に改造した
店内のトイレ



　都内で
珍しい本
格的水中

歩行用プールを備えた銭湯が高
円寺の「なみのゆ」。疲労回復、
運動不足、そして本格的なリハ
ビリに効果的で、地域の人の健
康管理に大きな貢献をしている。
水中歩行教室ではPNFコンディ
ショナー・柔道整復師で店主の
子息・聖志の専門的指導も受け
られる。（文中、敬称略）

　「100年後の銭湯を目指す」を
キャッチフレーズに、次から次
へと銭湯の未来を積極的に打ち
出しているのは高円寺で古くから銭湯を経営
する大小島博。
　待ち合いロビーにはブロードバンド対応の
パソコンが２台（30分100円～）、駄菓子コー
ナー、そして佐渡の親戚から取り寄せた無農
薬米で作ったおむすびが１個110円で売られて
いる。これはスタッフが別会社を作り、製造・
販売を手がける。
　「なみのゆ」ではシャワー、カラン、浴槽そ
してプールのお湯まで天然ミネラルが豊富な
地下水が使用されている。これは大小島家が
古くから使っている井戸水で、水質検査もき
ちんと適合したものだ。アトピーが改善した
客もいるという。
　そして浴室にある縦4.5メートル、横2.5メー
トル、深さ１メートルの水中歩行プールには１

日約10名が使用する。水中歩行教室には週平
均５名が参加する。水温は34度で、歩行中の
上半身を冷やすことなく、心地よい汗が出る。
　「なみのゆ」の二階ではPNFコンディショニ
ングという整体を受けることができる。PNF
は日本語では「固有受容性神経筋促進法」と
いうが、運動系の神経の動きを促進させる技
法である。アメリカで開発された神経麻痺の
リハビリ療法だ。
　こうした工夫は“地域の健康センター”構
想に結びつく。
　「400年続く銭湯業が今衰退しているのは、地
域の需要を汲み取らなかったから。地域に絶
対不可欠なサービスを提供し続けなければい
けない」と大小島は語る。
　高齢者や障害者への優しさもその一つ。「な

銭湯で歩行リハビリ
株式会社 並乃湯 （通称「なみのゆ」）
住所：東京都杉並区高円寺北３－29－２　　経営者：大

お お こ じ ま

小島　博さん　　電話：03・3337・1861

従業員数：３名（他にパート８名）　　営業時間：月・火・木・金・日　15：00 〜 25：30

水　18：00 〜 25：30　日曜朝湯 　8：00 〜 12：00　　定休日：土曜日　　URL: http://naminoyu.com/

お店探訪
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水中歩行用プールで行われる水中歩行教室



みのゆ」では80歳のスタッフ、そして障害者
も雇用している。障害者たちは努力して風呂
掃除を習得し、今では立派なスタッフとして
その役割を果たしている。
　「障害者対策は、お金を出すだけでは不十分
です。彼らが働く場を提供することが必要」
と店主は言う。高齢者や障害者と日頃から関
わりを持ち、彼らを必要とすることで、社会
参加してもらえるのだ。
　「なみのゆ」の活動は浴場の枠組みにとらわ
れない。「なみのゆ」の場所を利用してアイデ
アを駆使したイベントが開かれる。その一つ
が「知恵の朝市」。モノを売るのではなく、高
齢者が知恵を提供する場として毎月第四日曜
日に開催される。包丁研ぎ、瀬戸物や自転車

の修繕など、眠っていた貴重な知恵が生かさ
れる。そうしたイベント開催は、「なみのゆ」
が地域活性化の拠点になっている証

あかし

でもある。
　大小島は、「銭湯をノスタルジーで語ること
には興味がありません。むしろ今のことで精
一杯。時間がほしい、まだまだやりたいこと
がたくさんあります」と言う。
　「なみのゆ」のこうした活動を盛り上げてい
るのはそのお客様たちだ。客が自主的にフォー
クソング調のテーマソングを作り、店内に流
される。
　春になると「なみのゆ」の煙突には30本も
のこいのぼりが流れる。電車の窓からも見え
るほどで、高円寺の名物になった。マスコミ
にも取り上げられると、次々と使わなくなっ
たこいのぼりが市民から提供され、それを「な
みのゆ」のスタッフが揚げる。
　街の人からは、「これだけはやめてほしくな
い」という声が聞かれる。そして、近所の子
供が小さな弟に、「こいのぼりが見えたら道を
曲がるのよ」などと言って聞かせるほど街の
シンボルになっている。
　「こいのぼりだけは不思議と誰も文句を言わ
ない」と大小島は言う。このこいのぼりこそ「な
みのゆ」の精神を象徴していると店主は語る。
そこにはいつになっても、地域の人に受け入
れられることを大切にする優しい経営があっ
た。
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「なみのゆ」２階で行われるPNFコンディショニング

（左から）店主の大小島博さん、スタッフの山田芳江
さん、子息の大小島聖志さん、手前は、スタッフの
菅ノ又カチコさん

シーズンがくると街の風物詩として定着している、
煙突にひるがえる 30 本のこいのぼり



　少子高齢化の影響が
社会の隅々まで浸透
し、いまや生活衛生営

業関連の商戦も「高齢社会」抜きには語れな
い時代。しかし高齢化が先行する過疎地域で
そうした商戦とは距離を置きながら、実はしっ
かり地域の高齢社会に密着した営業を展開、
美容サービス付き介護福祉施設まで開設した
美容院があると聞き、大分県佐伯市の美容院

「シャレ・トン」を訪ねてみた。（文中、敬称略）

　同市は昨年３月に周辺５町３村と大合併し
て宮崎県境まで拡大。人口は８万3000人と少
ないが、市域面積が903k㎡と九州最大になっ
た市だ。豊後水道に面するリアス式海岸の浦々
は伊勢えびなどの海の幸の宝庫として知られ、
観光客の人気が高い民宿も多い。
　「シャレ・トン」はJR佐伯駅周辺の市街地か
ら南東に車で15分ほどのところにあった。辺

りは県道と並行して清流が流れている。両側
は山林と農地で沿道の民家もまばらだ。自然
の美しさ、過疎化に思いを巡らせていると、「こ
こです」とタクシーが止まった。
　玄関前に立って圧倒された。老舗の和風レ
ストランを思わせる荘重な外観。堂々たるヒ
ノキ造りの車寄せ。
　実はこの建物の主要部分は、児玉が９月に
オープンした宅老所「はるの杜　すずかけ」（会
社名・「㈲ハートマザー CHIE」）だった。美容
院は道路に近い一角に納まっていた。
　「すずかけ」開設は時流に乗った思いつき事
業ではなく、児玉が美容業のかたわら肉親や地
域とふれあう中で高齢社会の福祉を考え、長
く温めてきた構想と夢を形にしたものである。
　児玉は25歳から美容学校に通った。「24歳ま
でに子どもは３人生まれたし、何か家ででき
ることを」と考えたのがきっかけという。
　平成元年に自宅の敷地に開業した。屋号

美容院が「宅老所」併設
美容院「シャレ・トン」
住所：大分県佐伯市木立5552－2　　経営者：児玉　美佐江さん　　電話：0972・28・3246

営業時間：8：30 〜 18：30　　定休日：月曜日・第３日曜日

お店探訪
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「すずかけ」の談話室で会話などの機能
訓練をする長女で看護師の朋巳さん

入居者に読み聞かせする二女で介護福祉士の和巳さん



美容院が「宅老所」併設

「シャレ・トン」は、
「シャレてるね」の地
元訛り「シャレとん
ね」から付けた。お客
は地域住民。多くは50
歳以上で１日３人ほ
ど。冠婚葬祭があれば
４、５人というペース
で続けてきた。

　美容業はどこも第一のターゲットに若い女
性を考える。しかし児玉は敢えてPRせず、来
てくれるお客を大切にする自分流に徹した。
　「若い人は繁華街の店に行ってるようです
が、いろいろな店や選び方があっていいと思い
ます。お客様の層は地域で違うので、高齢者の
方が多ければそれに合わせて運営する。それ
が地域のニーズに応えることになります」。地
域に溶け込んだ自然体の営業方針なのである。
　「150人くらいかな」という常連のお客とは
親密な関係を築いている。カットの後に「郵
便局に行きたい」といわれれば車で送る。店
まで歩いて来られないお客は送り迎えし、独
り暮らしのお年寄りにスーパーへの同行など
も頼まれても、気さくに引き受けてきた。
　代わりに、お客は予約の時に１人でやって
いる店の都合を聞いてくれるし、畑で作った
季節季節の野菜を届けてくれるという関係だ。
　児玉が介護福祉に関心を持ったきっかけに
は、７年前に亡くなった祖父がしきりに病院

から家に帰りたがったことや、障害者を持っ
たおばが親子ともども年を取り、２人の行く
末に心を痛めてきたことなどがあった。
　また営業面でも「高齢社会が避けて通れな
い以上、もう少しお年寄りのことを分かって
あげないと」と思いが強くなり、２年前にヘ
ルパー２級の資格を取った。
　こんな伏線の上に、最近では救急病院の看
護師として次々に入れ替わる急患を見てきた
長女が、「もっと在宅のような雰囲気で継続し
てケアできる仕事をしたい」と訴えるように
なって、介護福祉施設の開設へ背中を押した。
　「すずかけ」はゆったり空間に木をふんだん
に使った温もりある施設である。
　108㎡ある中央の談話室は30㎝角のヒノキ柱
３本がどんと立ち、明るい２階までの吹き抜
け。周囲に６畳の７個室、８畳の２人部屋２室、
調理室を配し、外回りはぐるりとウッドデッ
キで囲んだ。美容室とは内側からバリアフリー
で行き来できるようにした。児玉が定期的に
ボランティアで美容サービスをする。
　入居者は要介護認定を受けた65歳以上。介
護・医療のほか機能訓練・生活相談・レクリエー
ションを行い、地域にデイサービスも提供す
る開放型ライフホームだ。役員・スタッフは
総勢７人。長女のほか介護福祉士の二女、美
容師と介護福祉士の資格を持つ妹も加わった。
　こんな夢の実現は、2880㎡もある自宅敷地、
実家の山のヒノキやスギ、建設会社で施工管
理者を務める夫・健男の協力があってできた。
　設計は夫と同じ会社でバリバリ働き、３年前
に47歳で脳こうそくに倒れた設計技師に頼ん
だ。右手にマヒが残り左手での設計は３倍も時
間がかかったが、これが復帰第１作になった。
　「お年寄りはきれいにメイクやカットしてあ
げると鏡をよく見るようになり、表情が耀い
てきます」と語る児玉。新聞・雑誌の情報は
心がけてスクラップし、機会さえあれば努め
て施設見学や講習に出かける。「私は猪年です
から」と笑うその表情も耀いていた。
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「きれいにすると、お年寄りの表情が耀い
てくる」と入居者にヘアカット・サービス

「シャレ・トン」の経営者・
児玉美佐江さん
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平成18年　秋の叙勲　褒章受章者

　平成18年秋の叙勲・褒章の受章者が11月３日付けで発令されました。そのうち、生活衛生功労関
係の受章者（叙勲24名、藍綬褒章４名）を掲載しました。おめでとうございます。

◆叙勲（敬称略）
◇…旭日双光章…◇

▽五十嵐郁夫＝元・栃木県中華料理生活衛生同
業組合理事長（栃木県栃木市平柳町）

▽大塚　公生＝元・埼玉県理容生活衛生同業組
合理事長（埼玉県さいたま市大宮区）

▽鍜冶　清俊＝元・富山県公衆浴場業生活衛生
同業組合理事長（富山県高岡市片原町）

▽小林　政太＝現・新潟県公衆浴場業生活衛生
同業組合理事長（新潟県新潟市白山浦）

▽品川　　徹＝現・兵庫県理容生活衛生同業組
合理事長（兵庫県加古川市加古川町）

▽角　　沙門＝現・生活衛生同業組合滋賀県興
行協会理事長（滋賀県草津市上笠）

▽園田　　保＝現・全国中華料理生活衛生同業
組合連合会副会長（茨城県水戸市三の丸）

▽髙橋　敬時＝現・宮崎県美容業生活衛生同業
組合理事長（宮崎県都城市南鷹尾町）

▽玉置　典治＝元・三重県旅館業生活衛生同業
組合理事長（三重県名張市赤目町）

▽中込　　昭＝元・神奈川県麺類生活衛生同業
組合理事長（神奈川県横浜市鶴見区）

▽中山　雪夫＝元・青森県旅館ホテル生活衛生
同業組合理事長（青森県青森市大字大野）

▽西田　　實＝現・大阪府公衆浴場業生活衛生
同業組合理事長（大阪府大阪市浪速区）

▽半田　和正＝現・大阪府鮓商生活衛生同業組
合理事長（大阪府大阪市中央区）

▽平子　淺雄＝元・東京都麺類環境衛生同業組
合理事長（東京都豊島区）

▽舟戸　武史＝現・奈良県旅館・ホテル生活衛
生同業組合理事長（奈良県奈良市花芝町）

▽前波　良成＝現・福井県理容生活衛生同業組
合理事長（福井県福井市中央）

▽牧　　景一＝元・石川県社交料飲生活衛生同
業組合理事長（石川県金沢市鈴見台）

▽山田芳太郎＝現・静岡県麺類業生活衛生同業
組合理事長（静岡県浜松市白羽町）

◇…旭日単光章…◇
▽今村　祥一＝元・香川県飲食業生活衛生同業
組合副理事長（香川県高松市一宮町）

▽小泉　　進＝元・全国クリーニング生活衛生
同業組合連合会副会長（東京都板橋区）
▽髙橋　　 ＝現・秋田県理容生活衛生同業組
合副理事長（秋田県男鹿市船越）

▽中川昭吉郎＝元・大分県鮨商環境衛生同業組
合副理事長（大分県日田市三本松）

▽嶺岸　久男＝元・東京都理容環境衛生同業組
合副理事長（東京都練馬区）

▽三好　豊市＝元・島根県クリーニング環境衛
生同業組合副理事長（島根県松江市上乃木）

◆藍綬褒章（敬称略）
▽齋藤　　隆＝現・全日本美容業生活衛生同業
組合連合会副理事長（山形県山形市蔵王半郷）

▽中島　　守＝現・鳥取県旅館ホテル生活衛生
同業組合理事長（鳥取県東伯郡湯梨浜町）

▽ 野　雅彦＝現・全国料理業生活衛生同業組
合連合会会長（東京都港区）

▽三住　　武＝現・広島県理容生活衛生同業組
合理事長（広島県尾道市久保）
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　園田さんは白血球が低下する病で医師から
食事療法を薦められ、カロリーと栄養バラン
スがよい中華料理に着目。昭和35年に勤務し
ていた会社を辞め、37年には中華料理店を開
業して、医食同源を基本とした中華料理と食
育の普及に努めてきた。昭和47年、自ら発起
人となり茨城県中華料理環境衛生同業組合を
設立、その後全国中華料理環境衛生同業組合
連合会の理事にも就任、組合発展に尽力した。
　その中で食の安全性を追求してきた園田さ
んは、商社と連携して組合員がより安全な食
材をより安く共同購入できるシステムも構築。
組合員の経営向上にも貢献してきた。そんな
園田さんは、「中華料理店を開く人は多いので
すが、医食同源を考えた食材の安全性に配慮
されていないことが残念ですね。若い方々に
はお客様の健康を考えて、基本をしっかり勉
強してもらいたいと思います」と、後進に中
華料理の真髄を学んで欲しいと話す。
　その後進の育成に関しては、若手組合員を
対象にした料理講習会の企画立案、ヘルシー
メニューの研究、厨房施設の改善、衛生水準
の向上などを提唱し、組合員の意識改革を積
極的に推進。同時に、共済事業に取り組んで
福利厚生面でも組合員をバックアップしてき
た。園田さんは「実行の人」として、組合員・
地元の人たちから頼りにされる存在である。

　小泉さんは昭和34年からクリーニング店を
開業。以来約50年間、環境保全、クリーニン
グ事故防止対策、業界の振興、福利厚生など
において、卓越した見識と豊富な経験で組合
を牽引してきた。なかでも、クリーニング業
界から環境負荷の低減に努めた功績、クリー
ニング事故を防止する観点から消費者サービ
スの向上に努めた功績は大きい。
　環境負荷の低減に関しては、平成４年に「廃
棄物の処理及び清掃に関する法律」の改正施
行後、特別管理産業廃棄物管理責任者資格の
取得が急務であると提言し、認定講習を実施
して資格取得の指導を指揮。同時に、都内で
環境保全指導対策講習会も開き、クリーニン
グ業界の環境汚染に対する意識を高め、社会
貢献に尽力した。
　クリーニング事故の防止対策では、消費者
の不信につながる重大事案であることから、
主に接客業務を受け持つクリーニング店の主
婦層を対象にした各種講習会を開催。小泉さ
んは、「どの講習会でも参加者が予想以上に多
かったですね。そこで技術的な指導はもちろ
んですが、他店との競争が激しいことから、
お客様に選んでいただける店づくりをテーマ
に経営面にも力を入れました」と話す。事故
防止が消費者サービスになり、経営の向上に
もつながるという。

医食同源を実証し、中華料理の真髄を伝える
旭日双光章を受章
現・全国中華料理生活衛生同業組合連合会副会長

園田　保さん

卓越した見識と豊富な経験で業界を牽引
旭日単光章を受章
元・全国クリーニング生活衛生同業組合連合会副会長

小泉　進さん
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平成18年度　生活衛生功労者を表彰

　平成18年度の生活衛生功労者及び理容師・美
容師養成功労者に対する厚生労働大臣並びに

（社）全国生活衛生同業組合中央会理事長表彰
式が10月27日午後１時から、東京・紀尾井町の
ホテルニューオータニ「芙蓉の間」で行われま
した（写真）。

　表彰式は柳澤伯夫・厚生労働大臣の挨拶（代
読＝中垣英明・生活衛生課長）に続いて、生活

衛生功労者179名（総代＝麺類・神奈川、根岸
邦夫氏）、理容師・美容師養成功労者16名（総
代＝東京、坂崎英子氏）に対して表彰状が手渡
されました。受賞者を代表して渡邉志雄氏（生
衛功労、美容・東京）、鈴木泰子氏（理・美容
師養成功労、宮城）がそれぞれ謝辞を述べまし
た。
　続いて（社）全国生活衛生同業組合中央会理
事長表彰に移り、田中清三理事長の挨拶の後、
生活衛生功労者182名（総代＝クリーニング・
長野、加藤文人氏）に表彰状が授与され、三輪
高裕氏（飲食・兵庫）が謝辞を述べました。
　この後、来賓の（財）全国生活衛生営業指導
センターの山下眞臣理事長、国民生活金融公庫
の高木俊明副総裁がそれぞれ祝辞を述べ、式を
終了しました。

　（財）全国生活衛生営業指導センターと各都
道府県指導センターは、「標準営業約款（Ｓマー
ク）の普及・登録促進月間」を今年も11月に設
定し、厚生労働省の後援、関係連合会、組合の
協力を得て、同制度の周知徹底を図るため、各
種活動を全国規模で展開しています。
　現在、この標準営業約款は、理容業、美容業、
クリーニング業、めん類飲食店（そば・うどん）
営業及び一般飲食店営業の５業種について、都
道府県指導センターで登録業務を行なっていま
す。
　シンボルマークであるＳ マークは、①
Standard（安心）②Sanitation（清潔）③Safety（安
全）の３つの頭文字を表しています。消費者は、
これによりお店が約款に従った安全で安心でき
る約款登録店であることを知ることができるよ

うになります。
　約款は、消費者の意識の変化や価値観の多様
化が進む中にあって、消費者利益擁護の観点か
ら、営業者が自主的に履行する約束事を定めた
ものです。具体的には、お店が提供する役務の
内容又は商品の品質及
び施設又は設備につい
て適正に表示するとと
もに、事故発生の場合
の損害賠償などについ
て、考え方や基準を定
めています。
　詳細は以下のURLで
ご覧になれます。
　http://www.seiei.
or.jp/
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Ｓマーク普及・登録促進月間

５業種のＳマーク普及・登
録促進を訴えるポスター



特相員だより—街の知恵、地域の心

　私は、長野県松本市で美容業を営
んでおります。特相員として今年で
７年目になりますが、組合員の皆様
からの融資の相談や面談、さらに特
相員研修会等で日々、自分自身も勉
強させられる思いです。
　近年特に感じている事は、とりわ
け美容業の場合、新規開業に伴う相
談が多い中で、申し込みされる組合
員の方の年代が年々若くなっている
という点です。同業者にとって新規
参入が多いという事は、過当競争と
いう状態を考えれば手放しで歓迎さ
れる事ではありません。しかし業界
に若い経営者が参入する事は、一方
では活性化や将来性につながるプラ
ス要因でもあります。この相反する
２つの要点を業界内でいかにバラン
ス良くプラス志向で捉えていくかが
今後重要な事になっていくと思いま
す。

　さて、ここ10年来、社会はめまぐ
るしく変化し、更に進化・発展して
いくでしょう。この原動力が 、｢ 携
帯電話 ｣  ｢ インターネット ｣ そし
て ｢ 情報やデータのデジタル化｣ で
はないでしょうか。この３つのア
イテムは、これまでの社会を大きく
変え、多くの業態を変え、人々の生
活をも変えてきました。将来にかけ
てますます進化し、これらのものを
抜きには考えられない世の中になっ
ていく事でしょう。だからこそ、こ
れらのものとは反対側に位置するも
の、即ち人の心に訴える癒し・ホス
ピタリティーなどのメンタル要因が
今後重要なポイントとなるでしょ
う。私共生衛業すべてに通ずる最も
大切な原点ではないでしょうか。
　特相員として、今後こうした面も
含めて相談面でアドバイスできるよ
う、自分自身精進して参りたいと
思っております。

今後は癒し・ホスピタリティーなどがポイントに
□長野県美容業生活衛生同業組合・特相員□

田中　浩至
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平成17年度生衛関係営業施設数の概要

��　生衛ジャーナル　2006/11

　平成18年10月に厚生労働省大臣官房統計情報
部が公表しました平成17年度（平成18年３月末
現在）「衛生行政報告例」から、生活衛生関係
営業施設数の概要を紹介します。
　「衛生行政報告例」によると平成17年度の生
活衛生関係営業施設数は、2,568,310施設で、前
年より2,543施設減少しています。
　過去10年間の施設数の推移をみると、映画
館は、平成12年度をピークに減少傾向。旅館
業は、ホテルは増加、旅館は減少。公衆浴場の

内、一般公衆浴場は減少。理容所は減少傾向。
美容所は増加傾向。クリーニング営業では、一
般クリーニング所及び取次所も減少傾向。飲食
店営業は平成13年をピークに減少。喫茶店営業
は増加。食肉販売業、氷雪販売は減少の傾向を
示しています。（表１）

 

＊施設数＝施設数は、営業許可施設数を表しています。
飲食店や喫茶店の施設数には、各保健所が自動販売機
で各々の許可をだしている場合や営業許可を受けたま
ま休業・廃業している場合の施設を含む事があります。

表１　生活衛生関係営業施設数の年次推移

図１  施設の種類別平成17年度対前年伸び率（％）



厚生労働省から
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　施設の種類別に対前年の伸び率をみると、
喫茶店営業、ヘルスセンター、ホテル営業で
は３％以上の対前年伸び率となっています。

（図１）
　理容師・美容師の免許件数の推移について
みると、理容師は平成11年をピークに減少、
美容師は増加傾向となっています。
　次に、従業師数の推移についてみると、理
容師は25万から25万2千人前後で増減を繰り返
し、美容師は平成7年以降が増加となっていま
す。

（表２）

 
　旅館業のホテルと旅館の１施
設当たりの平均客室数の推移に
ついてみると、前年と比べ、ホ
テルでは約0.4室増加し、旅館
では約0.3室の増加となってい
ます。

（図２）

　クリーニング師の免許件数の
推移についてみると、前年と比
べ、約11.4％の減少となってい
ます。
 
　次に、従業師数の推移につい
てみると、平成10年度までは、
70,000人前後で増減を繰り返
し、それ以降は減少傾向となっ
ています。

（図３）
　「衛生行政報告例」は、厚生
労働省ホームページでご覧にな
れます。
　アドレスは、
　　「http://www.mlkw.go.jp」

です。

図３ クリーニング師の免許件数、従業師数

図２　ホテル・旅館の１施設あたり客室数

表２　理容師・美容師の免許件数、従業師数
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生活衛生関係営業の景気動向等調査概要
国民生活金融公庫 生活衛生企画部 調査課　　奥川　智之　

景気動向調査

　生活衛生関係営業の景気動向等調査は、国民生活金融公庫が㈶全国生活衛生営業指導センターに委託
して、生活衛生関係営業の景気動向や設備投資動向などを把握するため、四半期ごとに実施しているも
のです。今回は、平成18年７～９月期の調査結果の中から一部をご紹介します。

　今期の「売上」「採算」「業況」の各DI（DI＝「増加・黒字・好転」企業割合―「減少・赤字・
悪化」企業割合）は、▲23.6（前期比0.8上昇）、▲9.1（同2.7低下）、▲21.8（同4.3低下）となり
ました。季節変動や原油価格の上昇等により一部前期比でDIが低下した業種もありますが、７
～９月期の水準を過去から遡ってみると、各DIとも依然マイナス水準ながら、平成13年７～９
月期を底として上昇局面にあると考えられます。来期見通しも「売上」「業況」ともに上昇して
います。したがって、生活衛生関係営業の景況は、マイナス水準ながら改善傾向が続いている
とみられます。

　業況DIを業種別にみると、「食肉・食鳥肉販売業」「氷雪販売業」「映画館」「ホテル・旅館業」「公
衆浴場業」「飲食業」で、前期に比べ上昇しました。特に、「食肉・食鳥肉販売業」「氷雪販売業」

「映画館」「ホテル・旅館業」｢公衆浴場業｣では、売上、採算の各DIも上昇しました。
　来期の見通しは、「氷雪販売業」「映画館」「ホテル・旅館業」「公衆浴場業」を除く各業種で、
DIが上昇しています。
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図１　売上 DI、採算 DI、業況 DI の推移　

図 2　業種別業況 DI の推移

～マイナス水準ながら改善傾向が続く生活衛生関係営業の景況～
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景気動向調査

　利用客数DI（DI＝前年同月比で利用客数が「増加」企業割合―「減少」企業割合）は、前期から0.7
低下し、▲27.6となりました。
　また、客単価DI（DI＝前年同月比で客単価が「上昇」企業割合―「低下」企業割合）は、前
期から0.1低下して▲17.9となりました。
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図 5　業種別設備投資割合の推移

　今期に設備投資を行った企業の割合は12.3％（前年同期比1.1低下）と、平成10年以降で最高だっ
た前年同期に次ぐ高い割合となりました。低水準が続いていた生活衛生関係営業の設備投資に、
前期に引き続き動きが見られます。
　業種別にみると、「映画館」「ホテル・旅館業」｢公衆浴場業｣の各業種で前年同期を上回りました。
特に「公衆浴場業」（前年同期比5.6上昇）で大きく上回っています。

設備投資状況～引き続き動きが見える生活衛生関係営業の設備投資～

11.0

13.4

16.0

14.0

12.0

10.0

8.0
平成16年
7～9月

平成17年
7～9月

平成18年
7～9月

（
％
）

12.3

図 4　設備投資実施割合の推移
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甘い勧誘が落し穴―未公開株にはご注意を
<社団法人全国消費生活相談員協会　消費生活専門相談員　兼永　晴美>

■未公開株とは？
　未公開株とは、店頭公開や証券取引所に上場
されていない株のことです。未公開株という
有価証券を直接販売することはグリーンシー
ト銘柄を除いて、証券業の登録を受けた証券
会社や発行会社しか行えません。登録業者は
金融庁のホームページで確認ができます。グ
リーンシート銘柄とは、日本証券業協会が非
上場の株式を売買するため平成９年７月から
スタートしたもので、平成18年10月20日現在
92銘柄となっています。

■未公開株をめぐるトラブルについて
　昨今の株式投資への関心、人気に乗じて未
公開株を特別に購入できる、上場すれば必ず
儲かるなどの甘い勧誘を受ける被害が急増し
ています。未公開株をめぐるトラブルのきっ
かけは電話勧誘やダイレクトメールがほとん
どです。業者は知名度のある企業名や今後成
長が確実なベンチャー企業の名前を持ち出し
ます。そして、それらの会社概要や自社の立
派なパンフレットを持参して、専門家を装い
株式上場や金融市場の説明をして消費者の警
戒心を解くなど、勧誘の手口は極めて巧妙で
す。特に在宅率の高い高齢者が預貯金のほと
んどをはたいて投資してしまう、手元に株券
が送られてきたから信用していたなど深刻な
相談もあります。以下に未登録業者がかかわ
る相談事例をいくつか紹介いたします。
■相談事例　１
　『「近々、有名企業の上場が予定されている。
その未公開株を特別に購入できる。購入枠が
決まっているので急がないと購入できなくな
る、上場すれば値上がりは確実で１株60万円
からでいい。」という電話勧誘での説明を信じ
て３株購入したが、発行会社は上場予定がな
いとわかった。』

　相談者は電話勧誘のあと、業者の来訪を受け
ました。スーツに身を包んだ担当者とその上
司から沢山のパンフレットを前に、特別に購
入できる未公開株を紹介できるが購入枠に制
限があり、今決めないと購入できないと言わ
れ即断しました。株式購入額は業者の事務所
に出向き手渡しました。その後、株式発行会
社に問い合わせると上場予定がないと言われ、
慌てて業者に返金を要求しましたが応じても
らえないと相談を受けました。センターで業
者は証券業登録がないこと、未公開株は上場
予定がないという虚偽説明、株の知識のない
人に販売しているなど問題点を整理し、業者
と交渉した結果、７割が返金されました。
■相談事例　２
　『上場すれば必ず儲かると未公開株購入の電
話勧誘を３ヶ月に渡り受け続け、ついに根負
けし500万円分を購入。後日、株券の前の持ち
主と思われる印鑑証明や発行会社名の入った
株券が送られてきた。だが株券の裏面の説明
を読むと譲渡制限がついており、換金できな
いとわかった。』
　未公開株には譲渡制限がついている場合が
多く、株券を発行している会社の取締役会で
の承認がない限り株主と認められないばかり
か換金もできません。株券の前の持ち主は企
業関係者であった可能性が高く、業者は未公
開株に譲渡制限がついていることは何ら説明
していませんでした。そのため相談者は換金
を諦めるしかありませんでした。センターで
業者と何度か交渉しましたが、なかなか返金
に応じないため法律相談を紹介しました。
■相談事例　３
　『ダイレクトメールで未公開株を勧められ、
100株を200万円で購入した。だが、報道で未
公開株のニュースを見て不審に思い、解約を
決めたが業者と連絡がつかず困っている。』
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消費生活相談の現場から

未公開株の購入資金を業者に渡した後、解約を
申し出ようと連絡をしたが連絡不能、詐欺に
遭ったのではないかという相談も多数ありま
す。全国消費生活情報ネットワークシステム
PIO―NETによる未公開株の被害額は100万円
から500万円未満が最多となっています。一度
払ったお金を取り戻すことはかなり困難であ
り、業者が詐欺で逮捕されるなど事件に発展し
たケースもあります。センターでは、詐欺の可
能性がある、すみやかに警察に届け出るように、
と助言しました。

■そもそも株とは？
　株とは、正式には株券、株式と言われ、企業
が資金を調達するために発行するものです。つ
まり株を購入するとは、出資者としてその企業
に資金を投資することになるのです。また、株
式市場には取引別に札幌証券取引所、東京証券
取引所、大阪証券取引所、名古屋証券取引所、
福岡証券取引所、ジャスダック証券取引所があ
ります。また、株の多くは単位株として取引さ
れており、実際の売買取引には株価×株数に手
数料が発生します。最近のネット証券ではミニ
株といって１株単位からの取引が可能で手数料
が無料といった業者もあります。しかし、市況
は様々な影響でたえず変動しており、必ず儲か
る、値上がり確実といった断定的判断ができる
商品ではありません。

■未公開株の購入でのトラブルを防ぐために
１・証券取引法により証券業登録のない業者が
営業として株式の販売を行うことが禁止されて
いる点には冒頭でも触れました。しかし、消費
者は株の売買への法規制や株式市場の流れにつ
いての情報は十分に持っていない場合がほとん
どです。相談現場でも、未公開株の被害に遭っ
て、無登録業者の違法行為を初めて知る消費者

が多く、株式投資の経験のある方も被害に遭う
ケースもあります。従って、「確実に儲かる」
といった甘い勧誘、「あなただけ特別に購入で
きる」などの有利な条件提示を鵜呑みにしない
ことが大切です。
２・万一、業者から電話やダイレクトメールな
どで未公開株の勧誘に遭った場合、次の点に注
意しましょう。
①　業者の証券業登録の有無を確認しましょう
（金融庁、日本証券業協会などでも情報提供
してくれます）

②　個人から話を持ちかけられた時は、どうい
う経路で未公開株を入手したのか確認しま
しょう。個人間で行う相対取引であれば、証
券業登録が不要な場合もあるので、営利目的
での取引なのか、確認しましょう。

③　未公開株の発行会社に上場予定や上場時期
などの株式公開予定について直接問い合わせ
ましょう。HPで未公開株の取引への注意喚
起を行っている企業もあります。

④　業者の提示する契約額が法外ではないか、
株の売買単位の真偽や適正さを調査しましょ
う。お金を支払う前に少しでも、おかしいと
感じたら契約をしない決断力と判断力も大切
です。

■金融商品のトラブルに注意！
　過去には外国為替証拠金取引といった法規制
のない金融商品の消費者被害が急増し、その後、
法整備されると関連業者は倒産や廃業に追い込
まれました。未公開株に限らず、先物取引など
消費者が簡単に理解できない商品を勧誘される
被害による相談が後を絶ちません。「お金」へ
の関心を高く持つことは大切ですが、「甘い勧
誘」にはくれぐれも注意しましょう。不安があ
れば最寄りの消費生活センターにすぐに相談し
てください。

生衛ジャーナル　2006/11　�9
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　九州の西北に位置する佐賀県
は、人口86万人と全国で少ない
方から６番目だが、伊万里・有
田・唐津の陶磁器、玄界灘・有
明海の水産物、嬉野・武雄市の
温泉地など特産品と観光名所に
富み、広域の観光客を呼び込ん
でいる県だ。
　しかし佐賀県生活衛生営業指
導センター（以下「センター」
と略）は組合員の減少に歯止め
がかからないうえ、行財政改革
に伴う補助金削減の余波を受け
て苦戦中。６月に就任した女性
理事長のもと、新たな事業戦略
の構築を模索している。

■興行組合、９月から活動休止
　現在、佐賀県生活衛生同業組
合連合会に加盟する組合は、飲
食業・料理業・食肉・理容・美
容業・旅館・興行・公衆浴場業・
クリーニングの９組合。平成17
年の組合員数は3,941人と、５
年間で830人、17％余り減った。
　特に組合員数の半数以上を占
める飲食業組合は2,427人から
1,925人へと21％も減少した。
　若い開業者の組合活動に対す
る無関心、あるいは組合規約の

拘束を敬遠する傾向の広がり、
それにご多分にもれずアウトの
全国チェーン店の増加などが大
きな背景だ。
　その中で、興行組合が今年９
月に活動を休止した。これまで
興行組合には県内の単館（個人
営業の映画館）１館とシネコン
２館のうち、佐賀市内の単館と
シネコン１館が加入していた。
ところが単館が廃業を決めたこ
とで最後のとりでを失う形に
なった。
　佐賀市内には近く新たなシネ
コンのオープンが予定されてお
り、興行組合の最終的な存廃は
新しいシネコンとの協議待ちに
なっている。
　また、公衆浴場業組合の組合
員も佐賀市内の３人と唐津市内
の１人だけになり、どの営業者
も後継者がないまま高齢化。こ
ちらも存亡の危機に直面してい
る。

■行動派の女性理事長が就任
　一方、センターも厳しい状況
に追い込まれている。
　行財政改革の余波で昨年度か

ら県の補助金が３割以上カット
されたからで、昨年度からやむな
く専務理事ポストを空白にした。
経営相談は兼務の事務局長と相
談室長の２人で当たっている。
　さらに生活衛生営業振興推進
助成事業などの新規事業が一切
認められなくなり、昨年度まで
年２回実施してきた経営特別相
談員の研修会も１回に縮小を余
儀なくされた。
　こうした中、今年６月に佐賀
県美容業生活衛生同業組合の小
野百香理事長がセンター理事長
に就任した。九州では大分県に
続く女性理事長だが、県下で飲
食業組合に次ぐ勢力（組合員数
874人）を率い、全美連（全国
美容業生活衛生同業組合連合
会）の常務理事も務める実力者
である。
　組織内では全美連が昨年開い
たニューへアーライン発表会
への参加、地元若手美容師の登
竜門である「佐賀県美容技術大
会」の開催、高齢社会に対応す
る「ハートフル美容師養成研修」
の促進などに行動力のあるとこ
ろを見せており、センター運営

佐賀県生活衛生営業指導センター

リポート〈センターをたずねて〉

佐賀市白山１－２－13
　　　　　　　諸永ビル３階
理 事 長　小野　百香氏
事 務 局
職 員 数　４人
　　（うち経営指導員２人）
電　話　0952－25－1432
URL　www.seiei.or.jp/saga/

小野　百香
理事長

セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
は
４
人
体
制
（
右

端
が
飯
田
郁
二
事
務
局
長
兼
経
営
指
導
員
）
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佐賀県生活衛生営業指導センター

での指導力発揮が期待されて
いる。
　
■標準営業約款登録はバツグン
　冒頭から、いささかセンター
の苦境報告が続いたが、他県に
誇れる活動実績や、反転攻勢に
向けて芽を出し始めている活
動もある。
　１つは、理容・美容業組合の
高い加入率と、とりわけ全国で
１、２を争う標準営業約款の登
録率だ。
　「センターの指導というよ
り、組合員の皆さんの努力の結
果です」
　事務局はこう謙遜するが、こ
れまでセンターが理容師・美容
師試験・免許交付事業、管理理
容師・美容師認定講習会や各種
講習・研修会などを通して、組
合員や指導者とのよい関係を
築いてきたことが登録促進を
円滑にした。
　もう１つの明るい話題は平
成20年６月に予定されている
第46回全飲連（全国飲食業生活
衛生同業組合連合会）全国佐賀
県大会の開催である。
　なにしろ全国の同業者2500
人が３日間一同に集まる一大
イベントだ。総会のほかに武
雄・嬉野・川上峡温泉や「虹の
松原」で知られる唐津市などで
懇親会も開かれる。地元飲食業
組合とセンターは「佐賀の特産
品と名所をアピールし、県経済
の活性化に貢献ができるチャ

ンス」として、いまからもてな
しの企画・準備を進めている。
　また、旅館組合は小原健史理
事長が全国旅館生活同業組合
連合会の会長職にある。そのた
め、組合も先進的な取り組みが
進んでおり、佐賀県を旅行した
い高齢者や障害者に観光・宿泊
施設のバリアフリー情報を提
供する「佐賀県バリアフリーツ
アーセンター」開設や、県・観
光連盟の「ファミリーツーリズ
ム」運動と連携して「人にやさ
しい観光佐賀」の実現などをめ
ざしている。

■逆風時代にはチエを絞って
　県の補助金カットの結果、セ
ンターが組合員の技術向上や
組織強化を支援する活動は大
幅に制約を受けることになっ
た。しかし、事務局は「状況が
厳しくなった分、センターのお
客様である組合との連携・協力
を強化したい」と前向きにとら
えている。
　このため、第一に新組合員
加入促進の正攻法である融資
相談と経営相談の強化。そして
組合員向けには年２回の機関
紙「生衛さが」とは別に、生衛
営業に役立つ行政・金融・業
界の情報を提供する「センター
ニュース」を毎月流している。
　また事務局は、今後の生衛営
業の発展は、「県内の豊かな観
光資源の有効活用が一番重要
なキーワードになる」と強調す

る。
　佐賀県の観光資源は焼き物
の里に温泉地、豊かな食にとど
まらず、「唐津くんち」や日本
３大喧嘩祭りの１つ「伊万里ト
ンテントン」など、広域の観光
客を呼ぶ伝統行事も多い。
　それに佐賀のチエは「佐賀
インターナショナルバルーン
フェスタ」、有明海の潟で繰り
広げる「鹿島ガタリンピック」
など、新しい時代の国際イベン
トも創出してきた。
　「佐賀には魅力的な観光資源
がたくさんあります。でもお客
様は１つの観光スポットを訪
れて帰る方がほとんどです。ス
ポット観光から県内を回遊し
ていただく「面」の観光にしな
いと…。そのために、センター
は、組合と連携して何ができる
かです」。
　生活衛生営業の運営適正化・
振興法施行から約半世紀。構想
の具体化はこれからだが、事
務局の方々の言葉からはセン
ターの役割の転換期に対する
危機感と新たな戦略づくりへ
の決意が強く伝わってきた。

補助金削減の余波の中、新戦略を探る

会
員
募
集
パ
ン
フ
「
加
入
の
お
す

す
め
」
と
機
関
紙
「
生
衛
さ
が
」



　

岡
山
の
夏
は
想
像
以
上
に
日
差

し
が
強
く
、
十
数
年
ぶ
り
の
田
舎

の
夏
に
戸
惑
い
を
感
じ
た
。
そ
れ

で
も
夕
刻
、
倉
敷
の
美
観
地
区
を

歩
く
と
、
学
生
時
代
と
変
わ
ら
な

い
空
気
が
流
れ
て
い
た
。
高
校
か

ら
の
帰
途
、
自
転
車
を
走
ら
せ
て

い
た
頃
を
思
い
出
す
。
倉
敷
川
か

ら
駅
へ
向
か
う
路
地
裏
あ
た
り
に

は
、
昔
な
が
ら
の
白
壁
と
板
塀
の

街
並
み
が
続
き
、
さ
ら
に
時
代
が

遡
っ
て
幼
い
頃
の
思
い
出
ま
で
も

よ
み
が
え
っ
て
く
る
。

　

そ
ん
な
一
角
に
蔵
を
改
装
し
た

「
浜
吉　

ま
ま
か
り
亭
」
が
あ
る
。

久
し
ぶ
り
に
瀬
戸
内
海
の
魚
を
満

喫
し
て
ホ
テ
ル
に
戻
り
、
美
観
地

区
の
観
光
案
内
図
を
手
に
し
た
と

こ
ろ
、「
な
ぜ
？
」
と
思
う
名
所

が
増
え
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い

た
。
そ
れ
は
、
棋
聖
と
し
て
名
高

い
大
山
康
晴
名
人
の
記
念
館

で
あ
る
。

　

大
山
名
人
は
倉
敷
の
西

方
に
位
置
す
る
西
阿
知
町

で
生
ま
れ
た
。
実
は
、
筆

者
も
そ
の
町
で
生
ま
れ
て

育
っ
た
の
だ
が
、
美
観
地

区
か
ら
は
少
々
距
離
が
あ

る
。
生
地
の
町
に
記
念
館

を
建
て
て
も
訪
れ
る
人
が

少
な
い
と
判
断
さ
れ
、
多

く
の
観
光
客
が
足
を
運
ぶ

倉
敷
川
の
一
角
に
建
て
た

の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て

も
、
観
光
ポ
イ
ン
ト
を
一
か
所
に

集
め
た
観
光
地
は
い
た
だ
け
な

い
。
観
光
地
自
体
が
工
場
化
し
、

観
光
客
を
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
に
乗

せ
て
目
玉
商
品
だ
け
を
見
せ
る
や

り
方
は
風
情
が
な
さ
す
ぎ
る
。
観

光
ポ
イ
ン
ト
は
点
在
し
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
そ
の
道
中
を
楽
し
む
醍

醐
味
も
あ
る
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

効
率
を
重
視
す
る
日
本
人
ら
し
さ

が
現
れ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

　

翌
日
、
そ
の
西
阿
知
へ
お
墓
参

り
に
赴
き
、
昔
か
ら
気
に
な
っ
て

い
た
お
寺
へ
も
行
っ
て
み
た
。
そ

の
お
寺
は
遍へ
ん
じ
ょ
う
い
ん

照
院
と
い
い
、
親
か

ら
は
格
式
が
高
い
寺
だ
と
い
う
こ

と
し
か
聞
か
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
佐
々
木
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
。
訪
れ
た
と
き
は
改
築
工
事

の
最
中
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ

の
詳
し
い
由
来
は
知
り
得
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
帰
京
後
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
寛
和

元
（
９
８
５
）
年
、
智
空
上
人
に

よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
備
中
国
第
一

と
い
え
る
古
寺
で
あ
り
、
三
重
塔

は
国
指
定
の
重
要
文
化
財
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
開
山
以
来
、

備
中
の
中
心
的
な
寺
院
だ
っ
た
よ

う
だ
。

　

し
か
し
、
度
重
な
る
大
火
や
水

害
に
よ
っ
て
古
文
書
や
宝
物
な
ど

の
文
献
が
失
わ
れ
て
い
る
。
佐
々

木
家
は
家
系
図
を
こ
の
寺
に
預
け

て
い
た
と
こ
ろ
、
水
害
で
流
さ
れ

た
と
い
う
話
を
親
か
ら
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
。
近
く
に
一
級
河
川
の

高
梁
川
が
流
れ
、
現
在
の
堤
防
が

で
き
る
前
ま
で
は
よ
く
氾
濫
し
て

い
た
と
い
う
。
堤
防
か
ら
ほ
ど
近

い
と
こ
ろ
に
今
も
佐
々
木
家
は
あ

る
が
、
昔
の
母
屋
の
軒
下
に
は
舟

が
か
か
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
り
、

お
寺
の
文
献
が
流
さ
れ
る
ほ
ど
の

洪
水
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
町
に
歴
史
あ
る

寺
院
が
あ
る
こ
と
を
、
今
の
今
ま

で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
恥
じ
な

が
ら
、
郷
土
史
を
伝
え
る
大
切
さ

を
痛
感
し
た
。
も
し
も
、
大
山
名

人
記
念
館
が
西
阿
知
の
町
に
建
て

ら
れ
て
い
れ
ば
、
遍
照
院
に
も
観

光
客
の
足
が
向
く
か
も
し
れ
な

い
。
お
寺
か
ら
大
山
名
人
の
生
家

ま
で
は
歩
い
て
も
10
～
15
分
ぐ
ら

い
、
山
陽
本
線
の
Ｊ
Ｒ
西
阿
知
駅

ま
で
も
ほ
ぼ
同
じ
距
離
で
あ
る
。

　

室町初期の建造とされる遍照院・三重塔

郷里に伝わる歴史発見の旅
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佐々木　いつか

ほっと　ブレイク



○
月
×
日

　

き
れ
い
な
海
が
見
た
く
な
っ

た
。
そ
ん
な
想
い
を
持
つ
人
は
多

い
。

　

沖
縄
に
行
っ
て
み
た
く
な
る
。

　

私
の
沖
縄
と
の
出
会
い
は
、
そ

ん
な
始
ま
り
で
し
た
。

　

き
れ
い
な
海
で
遊
び
、
丘
に
上

が
る
と
、
三さ
ん
し
ん線
の
優
し
く
エ
キ
ゾ

チ
ッ
ク
な
音
色
が
耳
を
く

す
ぐ
る
。

　

夜
は
静
か
な
小
波
の
音

を
聞
き
な
が
ら
、
一
人
で

星
空
を
眺
め
る
。

　

贅
沢
な
時
間
。
ま
る
で

こ
の
世
に
自
分
し
か
い
な

い
み
た
い
。
取
り
残
さ
れ

た
よ
う
な
寂
し
さ
を
楽
し

む
の
は
、
忙
し
い
日
常
か
ら
逃
れ

た
幸
せ
を
感
じ
て
い
る
か
ら
だ
ろ

う
か
？

＊　
　

＊　
　

＊

　

私
の
回
り
に
は
「
沖
縄
好
き
」

の
人
が
多
い
。
あ
る
男
性
の
友
人

は
「
沖
縄
の
人
は
と
て
も
純
粋
で
、

付
き
合
っ
て
い
て
楽
し
い
。
複
雑

で
は
な
く
、
単
純
な
笑
い
が
あ

る
。
生
き
る
こ
と
の
基
本
に
な
る

感
情
が
厚
い
」
と
語
る
。
沖う
ち
な
ん
ち
ゅ

縄
人

は
変
に
こ
ね
く
り
回
さ
ず
、
ど
ん

な
つ
ら
い
こ
と
を
体
験
し
て
い
て

も
、一
番
大
切
な
も
の
は
笑
い
（
あ

る
い
は
笑
い
飛
ば
す
こ
と
）
だ
と

知
っ
て
い
る
と
彼
は
言
う
。
沖
縄

人
は
、
会
話
で
人

を
追
い
つ
め
な

い
。
相
手
を
否
定

せ
ず
、受
け
入
れ
、

ど
こ
か
で
逃
げ
道
を
作
っ
て
く
れ

る
そ
う
だ
。
暇
さ
え
あ
れ
ば
こ
の

友
人
は
沖
縄
へ
行
っ
て
し
ま
う
。

　

私
は
自
宅
で
沖
縄
を
感
じ
よ
う

と
、
ネ
ッ
ト
で
三
線
を
購
入
し
た
。

練
習
用
ビ
デ
オ
付
き
だ
。
間
違
え

て
弾
い
て
し
ま
っ
て
も
、
決
定
的

な
間
違
い
で
は
な
く
、
ど
こ
か
許

さ
れ
る
よ
う
な
音
色
が
嬉
し
い
。

　

東
京
に
い
な
が
ら
「
プ
チ
沖
縄
」

を
感
じ
る
工
夫
は
他
に
も
あ
る
。

そ
う
、
沖
縄
料
理
店
に
出
か
け
る

こ
と
だ
。
銀
座
の
某
沖
縄
料
理
店

の
ス
タ
ッ
フ
は
ほ
と
ん
ど
が
沖
縄

出
身
者
で
、
会
話
が
の
ん
び
り
と

し
て
い
る
。
こ
こ
は
沖
縄
好
き
が

集
う
場
所
。
た
い
て
い
一
人
で
来

る
客
た
ち
の
沖
縄
と
の
関
わ
り
は

様
々
。
職
業
も
バ
ラ
バ
ラ
。
そ
れ

で
い
て
、
ど
こ
と

な
く
不
思
議
な
共

通
点
が
あ
る
。
夜

が
ふ
け
る
と
沖
縄

民
謡
で
み
ん
な

が
一
体
化
す
る
。

ず
っ
と
い
た
い
よ

う
な
居
心
地
の
良

さ
の
あ
る
店
だ
。

　

自
宅
で
沖
縄
を

テ
ー
マ
に
、
お
手

製
の
沖
縄
料
理
と

泡
盛
で
ホ
ー
ム

パ
ー
テ
ィ
ー
を
企

画
す
る
知
り
合
い

も
い
る
。
イ
ン
テ
リ
ア
は
料
理
店

顔
負
け
の
バ
リ
バ
リ
沖
縄
風
。
こ

こ
へ
も
ま
た
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
違
っ
た
「
沖
縄
好
き
」
が
集
い
、

遠
慮
な
く
沖
縄
談
義
に
花
を
咲
か

せ
る
。

　

沖
縄
移
住
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て

い
る
。「
沖
縄
移
住
の
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
」
な
る
も
の
も
あ
る
。
私

も
少
し
興
味
が
あ
る
。
一
度
出
か

け
て
み
よ
う
か
な
？

（
英
字
誌
記
者　

高
樹　

か
ほ
）
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ほっと　ブレイク

沖縄のきれいな海を眺めていると、時が
ゆったりと流れているのを体感できる

「沖縄好き」の人々

働く女性のこだわり日記
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本誌に掲載した論文などで、意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解であることをお断りします。

㈶全国生活衛生営業指導センター賛助会員
 （50 音順、11 月 25 日現在）

アメリカンファミリー生命保険会社
〒 �63-023� 東京都新宿区西新宿 2 − 6 − �　新宿住友ビル 3� 階

株式会社ダイワサービス
〒 ��0-00�� 大阪市西区阿波座 � − � − �6　大和ビル

株式会社トーコン・システムサービス
〒 ��3-0033 東京都文京区本郷 � − �8 − 6　トーコンビル

株式会社ユニバーサルファミリー
〒 �6�-00�2 東京都中野区本町 � − �� − 9　ユニバーサルビル

芝サン陽印刷株式会社
〒 �0�-0033 東京都中央区新川 � − 22 − �3

社団法人日本サウナ・スパ協会
〒 �02-008� 東京都千代田区六番町 � 　番町一番館ビル 2 階

菅原印刷株式会社
〒 ���-00�� 東京都台東区蔵前 3 − �� − �

第一生命保険相互会社
〒 �00-0006 東京都千代田区有楽町 � − �3 − �

タカラベルモント株式会社
〒 �0�-00�2 東京都港区赤坂 � − � − �9　タカラ椅子会館内

中央法規出版株式会社
〒 ���-00�3 東京都渋谷区代々木 2 − 2� − �

日本ハム株式会社
〒 �08-00�� 東京都港区高輪 3 − 2� − 23　京急第二ビル

日本標識株式会社
〒 ��3-00�� 東京都大田区大森本町 2 − � − 9

（答え＝イチョウ）
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編 集 室 か ら

【たてのかぎ】
１．一番年上のお兄さん。
２．頭の中に詰まっています。
３．白鳥もこの一種。
４．だしぬけに。
７．�0 本あるのは足でなく腕。
９．人で賑わっています。

【よこのかぎ】
１．つないだりはずしたりする玩具。
４．愛媛の旧国名。
　　この名にちなんだ柑橘類も。
５．メロディに声をのせて。
６．緑色の果物。
８．紅葉や楓よりも赤い。
�0．一割の百分の一。
��．ほんの僅かな、ごく小さなもの。

（模様付きの枠に入る文字を並べ替えて言葉を作りましょう）
ヒント：11・12月にちなんだ生き物です

♪　今号の「巻頭言」の筆者、黒塚憲之
さんが言及している「風呂屋のオヤジの
番台ブログ」の発信主は、湯屋家業56年
になる星野剛さんである。東京・墨田区
業平で「さくら湯」を経営している。
　そのブログをのぞかせてもらったが、
お客様や近所の人たちに対する目線がな
んとも温かく、優しい。この夏に出版し
た「湯屋番五十年　銭湯その世界」（草
隆社刊）の帯には「人間裸になりゃ皆
同じ。そんな裸の人間を見てきたからこ
そ、こんな素敵な文章が書けるんだなぁ、
きっと」という、なぎら健壱さんのコメ
ントが付いている。
　「やさしい気遣い」が今号の特集のテー
マでもある。お店探訪先の一つ、「なみ
のゆ」の大小島博さんは、「銭湯をノス
タルジーで語ることに興味はない。まだ
まだやりたいことがたくさんある」。や
さしい気遣いの底流に旺盛なチャレンジ
精神が脈打っている。

編集後記

（答えはこのページのどこかに）


